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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口である第１流体導入口および第２流体導入口を有し、前記第１流体導入口から導入
された流体が内部で正方向に周回し、前記第２流体導入口から導入された流体が内部で前
記正方向とは反対の逆方向に周回するセンサ容器と、
　前記センサ容器内において前記正方向および前記逆方向に対して軸方向が垂直となるよ
う配置され、前記流体として前記センサ容器内に導入された薬液の濃度を測定する電極セ
ンサと、
　前記センサ容器内に封止され、前記流体の流れに乗って前記正方向および前記逆方向か
ら前記電極センサを研磨する粒状の洗浄粒と、
　を含むことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記薬液を貯留する薬液タンクと、
　前記薬液タンクから導入された前記薬液により内視鏡を洗浄消毒する洗浄槽と、
　をさらに含み、
　前記洗浄粒を流れに乗せる流体は、前記薬液であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は、前記薬液タンク内の流体を導入する
ように構成されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
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【請求項４】
　前記第１流体導入口と前記第２流体導入口との内の、一方は前記薬液タンク内の流体を
導入し、他方は前記洗浄槽内の流体を導入するように構成されていることを特徴とする請
求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は、前記洗浄槽内の流体を導入するよう
に構成されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項６】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が２本接続されていて、一方の管路が前記第１流
体導入口に接続される第１管路、他方の管路が前記第２流体導入口に接続される第２管路
であり、前記第１管路は前記第２管路から導入された流体を排出する管路を兼ね、前記第
２管路は前記第１管路から導入された流体を排出する管路を兼ねていることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項７】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、お
よび前記第１管路から導入された流体を排出する管路と前記第２管路から導入された流体
を排出する管路とを兼ねた第３管路であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
【請求項８】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は同一の開口として構成されており、
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口および前記第２流体導入口を兼ねる開口に接続される第１管路、前記開
口が前記第１流体導入口として機能しているときに導入された流体を排出する第２管路、
および前記開口が前記第２流体導入口として機能しているときに導入された流体を排出す
る第３管路であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項９】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される管路と前記第２管路から導入された流体を排出する管路と
を兼ねた第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、および前記第１管路から
導入された流体を排出する第３管路であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
【請求項１０】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される管路と前記第
１管路から導入された流体を排出する管路とを兼ねた第２管路、および前記第２管路から
導入された流体を排出する第３管路であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
【請求項１１】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が４本接続されていて、これら４本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、前
記第１管路から導入された流体を排出する第３管路、および前記第２管路から導入された
流体を排出する第４管路であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１２】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、お
よび前記第１管路から導入された流体を排出する管路と前記第２管路から導入された流体
を排出する管路とを兼ねた第３管路であり、
　前記第３管路は前記薬液タンクへ接続されていて、
　前記薬液タンクから導入された薬液を前記第１管路と前記第２管路との何れかへ択一的
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に排出する三方弁と、
　前記薬液タンクと前記三方弁との間の管路上に配設され、前記薬液タンクから前記三方
弁へ向けて前記薬液を供給するポンプと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１３】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が２本接続されていて、一方の管路が前記第１流
体導入口に接続される第１管路、他方の管路が前記第２流体導入口に接続される第２管路
であり、前記第１管路は前記第２管路から導入された流体を排出する管路を兼ね、前記第
２管路は前記第１管路から導入された流体を排出する管路を兼ねていて、
　前記第１管路および前記第２管路は前記薬液タンクへそれぞれ接続されており、
　前記第１管路と前記第２管路との一方の管路上に配設された正逆回転可能なポンプをさ
らに含むことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１４】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される管路と前記第
１管路から導入された流体を排出する管路とを兼ねた第２管路、および前記第２管路から
導入された流体を排出する第３管路であり、
　前記第２管路は前記薬液タンクへ接続されていて、
　前記第１管路上に配設され、前記薬液タンクから前記センサ容器へ向けて前記薬液を供
給し、非動作時には流体の流通を阻止する第１のポンプと、
　前記第３管路上に配設され、前記センサ容器から前記薬液タンクへ向けて薬液を排出す
ることにより、前記薬液タンクから前記第２管路を介して前記センサ容器へ向けて前記薬
液を供給し、非動作時には流体の流通を阻止する第２のポンプと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１５】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、お
よび前記第１管路から導入された流体を排出する管路と前記第２管路から導入された流体
を排出する管路とを兼ねた第３管路であり、
　前記第３管路は前記薬液タンクへ接続されていて、
　前記薬液タンクから前記洗浄槽へ向けて薬液を供給する薬液注入ポンプと、
　前記薬液注入ポンプと前記洗浄槽との間の管路上に配設され、前記薬液注入ポンプから
供給された前記薬液を排出する２つの排出管路の内の一方が前記洗浄槽へ接続されている
第１の三方弁と、
　前記第１の三方弁の前記２つの排出管路の内の他方に接続され、前記第１の三方弁から
導入された前記薬液を、前記第１管路と前記第２管路との何れかへ択一的に排出する第２
の三方弁と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１６】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、お
よび前記第１管路から導入された流体を排出する管路と前記第２管路から導入された流体
を排出する管路とを兼ねた第３管路であり、
　前記第３管路は前記洗浄槽へ接続されていて、
　前記洗浄槽から導入された薬液を前記第１管路と前記第２管路との何れかへ択一的に排
出する三方弁と、
　前記第３管路上、または前記洗浄槽と前記三方弁との間の管路上に配設され、前記洗浄
槽から前記三方弁へ向けて前記薬液を供給するポンプと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電極センサにより薬液の濃度を測定する内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の洗浄に用いる薬液は規定の濃度範囲内にある必要があるために、従来より、薬
液の濃度測定が行われている。
【０００３】
　この薬液の濃度測定は、例えば、薬液中に濃度計（濃度検知部）を配置することにより
行われる。
【０００４】
　例えば、特開平１－９４８２２号公報には、洗浄槽内に濃度計を設ける構成が、また、
特開平３－８２４３７号公報や特開２０１０－５７７９２号公報には、薬液タンク内に濃
度計を設ける構成が、それぞれ記載されている。
【０００５】
　濃度計は、例えば２つ（もしくは２つ以上）の電極を備え、電極間の電位差、あるいは
電極間を流れる電流値等により、薬液の濃度を測定する仕様になっている（従って、電極
はセンサとして機能するために、適宜、電極センサと呼ぶことにする）。
【０００６】
　このとき、電極の表面には汚れが析出したり付着したりすることがある。こうした汚れ
は、電極間の電位差を変化させたり、電極間を流れる電流値を変化させたりするために、
正確な測定の妨げとなり、濃度計の精度や感度を変化させてしまうことになる。
【０００７】
　そこで、特開平９－７２８７９号公報や特開２０１１－２７５８４号公報には、電極の
極性を入れ替えることで汚れを除去する技術が記載されている。
【０００８】
　しかし、電気分解で電極に析出する汚れは、電極の極性を入れ替えることである程度除
去することが可能であるが、内視鏡を洗浄した薬液を薬液タンクに回収する場合には、内
視鏡に付着していたタンパク質などの汚れも電極に付着することになる。こうしたタンパ
ク質などの汚れは、電極の極性を入れ替えても十分に除去することができない。
【０００９】
　これに対して、セラミックやガラスなどで形成された研磨ビーズ等の洗浄粒を濃度計内
に適量封止して、濃度計内を流れる薬液に乗って洗浄粒を循環させ、電極の表面を研磨し
て汚れを除去する技術が提案されている。
【００１０】
　例えば、特開２００３－１３９７０号公報には洗浄粒が分布している流体内で電極を振
動させる構成が、特開２００６－７８２６０号公報には洗浄粒と振動モータを使用する構
成が、特開平１１－２９５２６６号公報には研磨ビーズの入った外筒を回転させる構成が
、それぞれ記載されている。
【００１１】
　ここで、研磨ビーズ等の洗浄粒を用いた濃度計について、図２７～図２９を参照して説
明する。図２７は濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の従来の構成の一例を示すブロック
図、図２８は使用開始時における電極センサの構成と流体の流れ方向とを示す図、図２９
は洗浄粒により研磨された後の電極センサの構成を示す図である。なお、図２７はブロッ
ク図であるが、液体の流れに関しては、矢印Ｇが重力方向となるように概略の図示を行っ
ている。
【００１２】
　内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を洗浄消毒するための洗浄槽１０１と、薬液を貯留する
ための薬液タンク１０２と、を備えている。
【００１３】
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　洗浄槽１０１は、すすぎ用の水等を注入するための給水口１０１ａと、洗浄槽１０１内
の流体の排出を制御する弁１０１ｂと、洗浄槽１０１内の液体の量に応じて空気を外部へ
出し入れするための通気口１０１ｃと、を備えている。
【００１４】
　また、薬液タンク１０２は、薬液を薬液タンク１０２内へ投入するための薬液投入口１
０２ａと、薬液タンク１０２内の薬液を排出するための排液弁１０２ｂと、薬液タンク１
０２内の薬液の量に応じて薬液タンク１０２内の空気を外部へ出し入れするための通気口
１０２ｃと、を備えている。
【００１５】
　そして、薬液タンク１０２から洗浄槽１０１へは、注入管路１３１を介して薬液が供給
されるようになっており、注入管路１３１上には薬液注入ポンプ１１１が配設されている
。
【００１６】
　また、洗浄槽１０１は、弁１０１ｂを介して回収管路１３２が薬液タンク１０２へ接続
されており、洗浄槽１０１で使用した薬液を薬液タンク１０２へ再び回収することができ
るように構成されている。ここに、洗浄槽１０１は、薬液タンク１０２よりも重力方向上
側に配置されているために、薬液回収時には重力の作用により薬液が洗浄槽１０１から薬
液タンク１０２へ移動する。
【００１７】
　さらに、洗浄槽１０１からは、弁１０１ｂおよび排水管路１０１ｄを介して、内視鏡の
洗浄に使用した薬液を排液したり、内視鏡洗浄後に洗浄槽１０１を洗い流すために給水口
１０１ａから注入された水を排水したりすることができるようになっている。
【００１８】
　濃度計１０３は、測定管路１３３と、測定戻り管路１３４と、を介して薬液タンク１０
２と接続されている。測定管路１３３上には、測定用ポンプ１１２が配設されている。
【００１９】
　また、弁１０１ｂ、濃度計１０３、薬液注入ポンプ１１１、および測定用ポンプ１１２
の制御は制御部１０４により行われ、さらに制御部１０４は、濃度計１０３から測定結果
を取得して薬液の濃度を算出し、図示しない表示部等に表示するなど、使用者に薬液の濃
度を知らせるようになっている。
【００２０】
　濃度計１０３は、上述したように複数の電極センサ１０３ｅ（図２８および図２９参照
）を備えており、濃度計１０３内には洗浄粒が封止されている。そして電極センサ１０３
ｅは、測定管路１３３を介して濃度計１０３内に導入され測定戻り管路１３４から排出さ
れる薬液の流れ（例えば図２８に示す矢印Ｆ方向の流れ）に乗る洗浄粒により、研磨され
るようになっている。
【００２１】
　このような従来の構成では、濃度計１０３内を流れる薬液の方向が一方向となり、洗浄
粒が電極センサ１０３ｅに片当たりする。こうした一方向の流れの洗浄粒による電極セン
サ１０３ｅの研磨では、電極センサ１０３ｅの表面全体を研磨するのに時間を要すること
になり、電極センサ１０３ｅが限界長さに至るまでの使用時間が短くなってしまっていた
。さらに、一方向の流れによる研磨では、電極センサ１０３ｅが例えば図２９に示すよう
に偏って削られてしまったり、電極センサ１０３ｅの先尖部が欠損したりして、薬液濃度
の測定精度が低下する要因となっていた。また、もし十分な時間の研磨を行わない場合に
は、汚れの付着部分が例えば下流側等に残ってしまい、電極センサ１０３ｅにおいて電極
として使用可能な有効表面積が変化し、やはり薬液濃度の測定精度が低下する要因となっ
ていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２２】
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【特許文献１】特開平１－９４８２２号公報
【特許文献２】特開平３－８２４３７号公報
【特許文献３】特開２０１０－５７７９２号公報
【特許文献４】特開平９－７２８７９号公報
【特許文献５】特開２０１１－２７５８４号公報
【特許文献６】特開２００３－１３９７０号公報
【特許文献７】特開２００６－７８２６０号公報
【特許文献８】特開平１１－２９５２６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　上述したように、一方向の流れの洗浄粒により電極センサを研磨する構成では、電極セ
ンサが偏って削られてしまい、薬液の濃度を測定する精度を高く維持するのが困難であっ
た。
【００２４】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、電極センサをより均等に研磨して、薬
液濃度測定精度を容易に維持することができる内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的
としている。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　前記の目的を達成するために、本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒装置は、開口であ
る第１流体導入口および第２流体導入口を有し、前記第１流体導入口から導入された流体
が内部で正方向に周回し、前記第２流体導入口から導入された流体が内部で前記正方向と
は反対の逆方向に周回するセンサ容器と、前記センサ容器内において前記正方向および前
記逆方向に対して軸方向が垂直となるよう配置され、前記流体として前記センサ容器内に
導入された薬液の濃度を測定する電極センサと、前記センサ容器内に封止され、前記流体
の流れに乗って前記正方向および前記逆方向から前記電極センサを研磨する粒状の洗浄粒
と、を含んでいる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の内視鏡洗浄消毒装置によれば、電極センサをより均等に研磨して、薬液濃度測
定精度を容易に維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の各実施形態に係る濃度計の構成の概要を示す図。
【図２】前記各実施形態に係る濃度計において、電極センサをセンサ容器の中心を挟んで
対称となるように配置した例を示す図。
【図３】前記各実施形態に係る濃度計において、電極センサをセンサ容器の中心を挟んで
非対称となるように配置した例を示す図。
【図４】前記各実施形態に係る濃度計において、使用開始時における電極センサの構成と
流体の流れ方向とを示す図。
【図５】前記各実施形態に係る濃度計において、洗浄粒により研磨された後の電極センサ
の構成を示す図。
【図６】前記各実施形態における、２管接続の濃度計の構成例を示す図。
【図７】前記各実施形態における、３管接続の濃度計の構成例を示す図。
【図８】前記各実施形態における、４管接続の濃度計の構成例を示す図。
【図９】前記各実施形態に係る濃度計の２～４管接続において、流体がどの管路から入出
流するかを分類した表図。
【図１０】前記各実施形態に係る濃度計において、第１の流入（入１）を行う流体源と、
第２の流入（入２）を行う流体源とを、どのようにとるかを分類した表図。
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【図１１】本発明の実施形態１における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１２】本発明の実施形態２における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１３】本発明の実施形態３における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１４】本発明の実施形態４における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１５】本発明の実施形態５における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１６】本発明の実施形態６における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１７】本発明の実施形態７における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１８】本発明の実施形態８における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図１９】本発明の実施形態９における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を示
すブロック図。
【図２０】本発明の実施形態１０における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２１】本発明の実施形態１１における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２２】本発明の実施形態１２における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２３】本発明の実施形態１３における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２４】本発明の実施形態１４における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２５】本発明の実施形態１５における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２６】本発明の実施形態１６における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成を
示すブロック図。
【図２７】従来における、濃度計を備える内視鏡洗浄消毒装置の構成の一例を示すブロッ
ク図。
【図２８】従来の内視鏡洗浄消毒装置の濃度計の、使用開始時における電極センサの構成
と流体の流れ方向とを示す図。
【図２９】従来の内視鏡洗浄消毒装置の濃度計の、洗浄粒により研磨された後の電極セン
サの構成を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　各実施形態を具体的に説明する前に、各実施形態に適用される濃度計の概要について図
１～図１０を参照して説明する。
【００２９】
　まず、図１は、濃度計３の構成の概要を示す図である。
【００３０】
　濃度計３は、濃度検知部であって、流体を出入させるための管路が後述するように２～
４管接続されているが、図１は一例として３管接続の場合を示している。
【００３１】
　濃度計３は、センサ容器３ａを備えている。センサ容器３ａは、第１の流入管路Ｉ１の
開口である第１流体導入口３ｄと、第２の流入管路Ｉ２の開口である第２流体導入口３ｅ
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と、を有している。そして、第１流体導入口３ｄから導入された流体がセンサ容器３ａの
内部で正方向Ａに周回し、第２流体導入口３ｅから導入された流体がセンサ容器３ａの内
部で正方向Ａとは反対の逆方向Ｂに周回するようになっている。
【００３２】
　また、センサ容器３ａには排出管路Ｏ１２が接続されており、この排出管路Ｏ１２は、
第１流体導入口３ｄから導入された流体が排出される第１の排出管路と、第２流体導入口
３ｅから導入された流体が排出される第１の排出管路と、を兼ねたものとなっている。
【００３３】
　センサ容器３ａ内には、流体としてセンサ容器３ａ内に導入された薬液（消毒薬や洗浄
液（洗剤液）など）の濃度を測定するための、例えば一対の電極センサ３ｐ，３ｍが設け
られている。これらの電極センサ３ｐ，３ｍは、上述した流体の正方向Ａおよび逆方向Ｂ
に対して、軸方向Ｊ（図４参照）が垂直となるよう配置されている。そして、電極センサ
３ｐ，３ｍには信号線３ｉ（図４～図８等参照）が接続されており、信号線３ｉを介して
後述する制御部４（図１１～図２６参照）から電極センサ３ｐ，３ｍ間に電流が印加され
て、電極センサ３ｐ，３ｍ間の電流値、電圧値（電位差）、あるいは抵抗値などが測定さ
れ、測定値に基づき制御部４により薬液の濃度が検出されるようになっている。
【００３４】
　ここで、図２は電極センサをセンサ容器の中心を挟んで対称となるように配置した例を
示す図、図３は電極センサをセンサ容器の中心を挟んで非対称となるように配置した例を
示す図である。
【００３５】
　電極センサの配置位置は、流体の流れ方向や、センサ容器３ａの形状に応じて適宜決め
ることができる。例えば、流体の正方向Ａおよび逆方向Ｂに対して、軸方向Ｊが垂直とな
るように配置するために、センサ容器３ａの天面に電極センサ３ｐ，３ｍを配置してもよ
いし（図６参照）、センサ容器３ａの側面に電極センサ３ｐ，３ｍを配置してもよいし（
図２、図３参照）、センサ容器３ａの底面に電極センサ３ｐ，３ｍを配置してもよい（図
示せず）。
【００３６】
　また、電極センサを複数配置する場合、センサ容器３ａの中心を挟んで対称となるよう
に配置してもよいし（図２参照）、非対称となるように配置してもよい（図３参照）。
【００３７】
　電極センサは、適用する濃度の測定法等により適宜決定される。
【００３８】
　例えば、三電極法を用いる場合、作用電極と、対極と、参照電極とが別体となっている
ものを用いてもよいし、これらのうち、作用電極と、対極とが一体となっているものを用
いてもよいし、イオン電極と参照電極とが一体となっているものを用いてもよい。また、
イオン濃度測定法を適用する場合、電極として、イオン電極と比較電極とが別体となって
いるものを用いてもよい。作用電極、対極、および参照電極の本数については限定されず
、目的に応じて適宜決定することができる。
【００３９】
　さらに、センサ容器３ａ内には、上述した薬液、あるいは容器洗浄用の水、あるいは容
器乾燥用の空気等の流体の流れに乗って、上述した正方向および逆方向から電極センサ３
ｐ，３ｍを研磨する粒状の洗浄粒３ｂが封止されている。具体的に、洗浄粒３ｂは、電極
センサ３ｐ，３ｍを研磨可能な材料からなる、例えばセラミックやガラスなどで形成され
た研磨ビーズ等として構成されている。
【００４０】
　そして、第１流体導入口３ｄおよび第２流体導入口３ｅと、排出管路Ｏ１２の開口とに
は、洗浄粒３ｂの大きさよりも細かい網目が形成された網３ｃ（あるいは、洗浄粒３ｂの
大きさよりも細い間隔に形成されたスリット等）が配設されていて、流体の通過を許容し
ながら、センサ容器３ａから洗浄粒３ｂが流出するのを規制している。
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【００４１】
　次に、図４および図５を参照して、濃度計３における電極センサ３ｐ，３ｍの研磨につ
いて説明する。ここに図４は使用開始時における電極センサの構成と流体の流れ方向とを
示す図、図５は洗浄粒により研磨された後の電極センサの構成を示す図である。
【００４２】
　流体は、ある時点では第１流体導入口３ｄからセンサ容器３ａ内へ導入され、他のある
時点では第２流体導入口３ｅからセンサ容器３ａ内へ導入される。これにより流体は、セ
ンサ容器３ａ内を、ある時点では正方向Ａに周回し、他のある時点では逆方向Ｂに周回す
る。この流体の流れに乗って、洗浄粒３ｂも、ある時点では正方向Ａに周回し、他のある
時点では逆方向Ｂに周回することになる。
【００４３】
　従って、電極センサ３ｐ，３ｍは、ある時点では正方向Ａの流れに乗る洗浄粒３ｂによ
り研磨され、他のある時点では逆方向Ｂの流れに乗る洗浄粒３ｂにより研磨されることに
なる。そして、正方向Ａの洗浄粒３ｂの流れによる電極センサ３ｐ，３ｍの研磨と、逆方
向Ｂの洗浄粒３ｂの流れによる電極センサ３ｐ，３ｍの研磨とが、なるべく均等となるよ
うに流体の制御を行う。これにより、電極センサ３ｐ，３ｍは、図５に示すように、片減
りすることなく均等に研磨され、薬液濃度の測定精度が維持される。そして、正方向Ａお
よび逆方向Ｂに電極センサ３ｐ，３ｍを研磨することで、電極センサ３ｐ，３ｍの表面全
体を比較的短い時間で汚れを残すことなく研磨することができ、薬液の濃度測定を開始す
るまでの時間を短縮し、限界長さに至るまでの使用時間を長くすることができる。
【００４４】
　次に、図６～図８を参照して、濃度計３への管路の接続本数について説明する。ここに
、図６は２管接続の濃度計３の構成例を示す図、図７は３管接続の濃度計３の構成例を示
す図、図８は４管接続の濃度計３の構成例を示す図である。
【００４５】
　図６に示す２管接続の場合には、濃度計３のセンサ容器３ａに、２本の流体管路が接続
されている。一方の管路が第１流体導入口３ｄに接続される第１の流入管路Ｉ１（第１管
路）、他方の管路が第２流体導入口３ｅに接続される第２の流入管路Ｉ２（第２管路）で
ある。この場合には、第１の流入管路Ｉ１から導入された流体の第１の排出管路を第２の
流入管路Ｉ２が兼ね、第２の流入管路Ｉ２から導入された流体の第２の排出管路を第１の
流入管路Ｉ１が兼ねることになる。
【００４６】
　また、図７に示す３管接続の場合には、濃度計３のセンサ容器３ａに、３本の流体管路
が接続されている。この３管接続の場合の３本の流体管路の役割は後で説明するように幾
つかの種類があるが、図７においては、上述した図１と同様に、第１の流入管路Ｉ１およ
び第２の流入管路Ｉ２と、第１の排出管路と第２の排出管路とを兼ねた排出管路Ｏ１２と
、が接続されている例を示している。
【００４７】
　さらに、図８に示す４管接続の場合には、濃度計３のセンサ容器３ａに、４本の流体管
路が接続されている。これら４本の流体管路は、第１流体導入口３ｄに接続される第１の
流入管路Ｉ１（第１管路）、第２流体導入口３ｅに接続される第２の流入管路Ｉ２（第２
管路）、第１の流入管路Ｉ１から導入された流体を排出する第１の排出管路Ｏ１（第３管
路）、および第２の流入管路Ｉ２から導入された流体を排出する第２の排出管路Ｏ２（第
４管路）である。なお、第１，第２の排出管路Ｏ１，Ｏ２の開口にも、洗浄粒３ｂの流出
を規制する網３ｃが設けられていることはいうまでもない。
【００４８】
　続いて、図９は、２～４管接続において、流体がどの管路から入出流するかを分類した
表図である。この図９において、反転接続（記号「~」を付して反転接続であることを示
している）は、正接続に対して流入と排出を入れ替えた場合、すなわち、正接続における
第１の流入（入１）を第１の排出（出１）に、第１の排出（出１）を第１の流入（入１）
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に、第２の流入（入２）を第２の排出（出２）に、第２の排出（出２）を第２の流入（入
２）に、それぞれ入れ替えた場合を示している。
【００４９】
　センサ容器３ａに流体が流れる管路が２本接続されている２管接続の場合には、接続Ａ
に示すケースのみであり、図６を参照して説明したように、一方の第１管路が第１の流入
（入１）と第２の排出（出２）とを行い、他方の第２管路が第２の流入（入２）と第１の
排出（出１）とを行う。なお、反転接続Ａ~は、反対（裏面）側から見れば（左右を入れ
替えて見れば）、正接続Ａと同一であることが分かる。
【００５０】
　また、センサ容器３ａに流体が流れる管路が３本接続されている３管接続の場合には、
接続Ｂおよび接続Ｃと、それぞれの反転接続Ｂ~，Ｃ~との合計４つのケースがある。
【００５１】
　まず、接続Ｂは、図７を参照して説明したように、３本の管路が、第１流体導入口３ｄ
に接続され第１の流入（入１）を行う第１管路、第２流体導入口３ｅに接続され第２の流
入（入２）を行う第２管路、および第１管路から導入された流体に第１の排出（出１）を
行う管路と第２管路から導入された流体に第２の排出（出２）を行う管路とを兼ねた第３
管路となっている。
【００５２】
　次に、接続Ｂ~は、上述した接続Ｂの入出を反転させたものである。この場合には、第
１流体導入口３ｄおよび第２流体導入口３ｅは、同一の開口として構成されていることに
なる。そして、３本の管路が、第１流体導入口３ｄおよび第２流体導入口３ｅを兼ねる開
口に接続され第１の流入（入１）および第２の流入（入２）を行う第１管路、第１管路の
開口が第１流体導入口３ｄとして機能しているときに導入された流体に第１の排出（出１
）を行う第２管路、および第１管路の開口が第２流体導入口３ｅとして機能しているとき
に導入された流体に第２の排出（出２）を行う第３管路となっている。なお、ポンプ等を
利用しない場合に流体が重力方向に流れることを考慮して（すなわち、排出側がなるべく
下側となるように）、接続Ｂ~を図示する際には、接続Ｂの入出を反転させた後に、さら
に上下方向へも反転させている。
【００５３】
　続いて、接続Ｃは、３本の管路が、第１流体導入口３ｄに接続され第１の流入（入１）
を行う管路と第２管路から導入された流体に第２の排出（出２）を行う管路とを兼ねた第
１管路、第２流体導入口３ｅに接続され第２の流入（入２）を行う第２管路、および第１
管路から導入された流体に第１の排出（出１）を行う第３管路となっている。
【００５４】
　さらに、接続Ｃ~は、３本の管路が、第１流体導入口３ｄに接続され第１の流入（入１
）を行う第１管路、第２流体導入口３ｅに接続され第２の流入（入２）を行う管路と第１
管路から導入された流体に第１の排出（出１）を行う管路とを兼ねた第２管路、および第
２管路から導入された流体に第２の排出（出２）を行う第３管路となっている。
【００５５】
　そして、センサ容器３ａに流体が流れる管路が４本接続されている４管接続の場合には
、接続Ｄに示すケースのみであり、図８を参照して説明したように、第１管路が第１の流
入（入１）を行い、第２管路が第２の流入（入２）を行い、第３管路が第１の排出（出１
）を行い、第４管路が第２の排出（出２）を行う。なお、反転接続Ｄ~は、反対（裏面）
側から見て（左右を入れ替えて見て）、さらに－９０°回転させて見れば、正接続Ｄと同
一であることが分かる。
【００５６】
　次に、図１０は、第１の流入（入１）を行う流体源と、第２の流入（入２）を行う流体
源とを、どのようにとるかを分類した表図である。この図１０において、反転（記号「~
」を付して反転であることを示している）は、正に対して、第１の流入（入１）を行う流
体源と第２の流入（入２）を行う流体源とを入れ替えた場合を示している。
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【００５７】
　後述する各実施形態において説明するように、洗浄粒３ｂを流れに乗せる流体の代表例
は内視鏡の洗浄に用いる薬液であり、内視鏡洗浄消毒装置には、薬液を貯留する薬液タン
ク２と、薬液タンク２から導入された薬液により内視鏡を洗浄消毒する洗浄槽１と、が設
けられている（図１１～図２６参照）。
【００５８】
　そこで、流体源の組み合わせは、以下のように分類される。
【００５９】
　まず、分類αは、第１の流入（入１）を行う流体源が薬液タンク２、第２の流入（入２
）を行う流体源も薬液タンク２となる場合である。この場合には、反転させた分類α~は
分類αと同一である。
【００６０】
　次に、分類βは、第１の流入（入１）を行う流体源が薬液タンク２、第２の流入（入２
）を行う流体源が洗浄槽１となる場合である。
【００６１】
　また、分類βには、反転された分類β~が存在する。この分類β~は、第１の流入（入１
）を行う流体源が洗浄槽１、第２の流入（入２）を行う流体源が薬液タンク２となる場合
である。
【００６２】
　そして、分類γは、第１の流入（入１）を行う流体源が洗浄槽１、第２の流入（入２）
を行う流体源も洗浄槽１となる場合である。この場合には、反転させた分類γ~は分類γ
と同一である。
【００６３】
　図９に示した入出流分類と、図１０に示した流体源分類とは、任意の組み合わせが可能
であるが、その組み合わせ数はかなり多くなるために、以下の実施形態では幾つかの組み
合わせのみについて説明することにする。
【００６４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、以下に説明する内視鏡洗
浄消毒装置の各実施形態を示すブロック図において、液体の流れに関し、矢印Ｇが重力方
向となるように概略の図示を行うものとする。
［実施形態１］
【００６５】
　図１１は本発明の実施形態１を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【００６６】
　内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を内部に設置して薬液により内視鏡を洗浄消毒するため
の洗浄槽１と、洗浄槽１へ供給する薬液を貯留するための薬液タンク２と、を備えている
。図示の例では、洗浄槽１が重力方向（矢印Ｇで示す方向）の上側、薬液タンク２が重力
方向の下側に配設されている。
【００６７】
　洗浄槽１は、すすぎ用の水等を注入するための給水口１ａと、洗浄槽１内の流体の排出
を制御する弁１ｂと、洗浄槽１内の液体の量に応じて空気を外部へ出し入れするための通
気口１ｃと、を備えている。
【００６８】
　また、薬液タンク２は、薬液を薬液タンク２内へ投入するための薬液投入口２ａと、薬
液タンク２内の薬液を排出するための排液弁２ｂと、薬液タンク２内の薬液の量に応じて
薬液タンク２内の空気を外部へ出し入れするための通気口２ｃと、を備えている。
【００６９】
　そして、薬液タンク２から洗浄槽１へは、注入管路３１を介して薬液が供給されるよう
になっており、この注入管路３１上には、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を汲み上げる
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ための薬液注入ポンプ１１が配設されている。
【００７０】
　また、洗浄槽１は、弁１ｂを介して回収管路３２が薬液タンク２へ接続されており、洗
浄槽１で使用した薬液を薬液タンク２へ再び回収することができるように構成されている
。洗浄槽１と薬液タンク２とには上述したような重力方向の上下位置関係があるために、
薬液回収時には重力の作用により薬液が洗浄槽１から薬液タンク２へ移動する。従って、
本実施形態においては回収管路３２上にポンプは設けられていない。
【００７１】
　さらに、洗浄槽１からは、弁１ｂおよび排水管路１ｄを介して、内視鏡の洗浄に使用し
た薬液を排液したり、内視鏡洗浄後に洗浄槽１を洗い流すために給水口１ａから注入され
た水を排水したりすることができるようになっている。
【００７２】
　濃度計３は、測定管路３３と、測定戻り管路３４と、を介して薬液タンク２と接続され
ている。従って、本実施形態は図１０に示した流体源分類における分類αに該当する。測
定管路３３は、薬液タンク２から濃度計３へ至る経路の途中で、第１測定管路３５ａ（第
１管路）と第２測定管路３５ｂ（第２管路）とに分岐されており、これら第１測定管路３
５ａと第２測定管路３５ｂとが、濃度計３の第１流体導入口３ｄと第２流体導入口３ｅと
にそれぞれ接続されている。また、測定戻り管路３４は、第１測定管路３５ａ（第１管路
）から導入された流体を排出する管路と第２測定管路３５ｂ（第２管路）から導入された
流体を排出する管路とを兼ねた第３管路である。従って本実施形態は、センサ容器３ａに
は流体管路が３本接続されており、図９に示した入出流分類における接続Ｂに該当する。
【００７３】
　測定管路３３が第１測定管路３５ａと第２測定管路３５ｂとに分岐する部分には、三方
弁２１が配設されている。この三方弁２１は、薬液タンク２から導入される薬液を、第１
測定管路３５ａと第２測定管路３５ｂとの何れかへ択一的に排出するものである。
【００７４】
　さらに、薬液タンク２と三方弁２１との間の測定管路３３上には、測定用ポンプ１２が
配設されている。この測定用ポンプ１２は、薬液タンク２から薬液を汲み上げて、三方弁
２１を介して濃度計３へ供給するためのものである。
【００７５】
　なお、ここでは薬液タンク２と三方弁２１との間の測定管路３３上に測定用ポンプ１２
を配置したが、これに代えて、濃度計３と薬液タンク２との間の測定戻り管路３４上に測
定用ポンプ１２を配置しても構わない。
【００７６】
　また、弁１ｂ、濃度計３、薬液注入ポンプ１１、測定用ポンプ１２、および三方弁２１
の制御は、制御部４により行われる。この制御部４は、さらに、濃度計３から測定結果を
取得して薬液の濃度を算出し、図示しない表示部等に表示するようになっている。
【００７７】
　上述したような本実施形態の構成では、薬液タンク２から洗浄槽１を介して再び薬液タ
ンク２に戻る薬液の循環経路と、薬液タンク２から濃度計３を介して再び薬液タンク２に
戻る薬液の循環経路と、は独立して設けられていて、それぞれの循環経路上に薬液注入ポ
ンプ１１と測定用ポンプ１２とが設けられている。このために本実施形態においては、薬
液の濃度測定を、内視鏡を洗浄消毒する工程とは独立した任意のタイミングで行うことが
可能となっている。
【００７８】
　薬液の濃度測定を行うタイミングの例を幾つか挙げれば、内視鏡洗浄消毒装置の図示し
ない操作パネルに設けられた消毒洗浄工程開始ボタンが押されたときに、内視鏡を洗浄消
毒する工程を実行する前に、自動的に薬液の濃度を確認するタイミングがある。さらに、
内視鏡を洗浄消毒する工程が終了した後の洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する工
程の最中あるいは終了後に、自動的に薬液の濃度を確認するタイミングがある。加えて、
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上述した操作パネルに設けられた濃度チェックボタンが所望のタイミングで押されたとき
に、薬液の濃度を確認するタイミングがある。
【００７９】
　そして、制御部４は、三方弁２１を制御して、図１に示したセンサ容器３ａ内における
正方向Ａの薬液（ひいては洗浄粒３ｂ）の流れと、逆方向Ｂの薬液（ひいては洗浄粒３ｂ
）の流れと、が均等な時間だけ実行されるようにする。この正逆の流れの均等制御は、濃
度測定が行われる１回毎に正逆を変更する方法を採用することができる。あるいは、１回
の濃度測定の中で、正または負何れかの流れを開始したときの１回目を含む、２回もしく
はそれ以上の偶数回だけ正逆を一定時間毎に切り替えて、正方向Ａの流れと逆方向Ｂの流
れとを同一時間ずつ同一回数だけ行うようにしても良い。さらにあるいは、薬液の濃度を
確認するタイミングとは独立した一定時間毎に、正逆の流れを切り替えるようにしても構
わない。
【００８０】
　このような実施形態１によれば、三方弁２１を設けて濃度計３内における薬液（ひいて
は洗浄粒３ｂ）の流れの正逆の制御を実現するようにしたために、電極センサ３ｐ，３ｍ
の片減りを抑制してより均等に研磨することができ、薬液濃度の測定精度を容易に維持す
ることが可能となる。
【００８１】
　また、薬液タンク２と洗浄槽１とを結ぶ薬液の循環経路とは独立して濃度計３を配置し
たために、所望のタイミングで濃度測定を行い得る利点がある。
［実施形態２］
【００８２】
　図１２は本発明の実施形態２を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【００８３】
　この実施形態２において、上述の実施形態１と同様である部分については同一の符号を
付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【００８４】
　本実施形態における、薬液タンク２から洗浄槽１を介して再び薬液タンク２に戻る薬液
の循環経路は、上述した実施形態１と同様である。
【００８５】
　そして、本実施形態の濃度計３が、測定管路３３Ａ（第１管路）と、測定戻り管路３４
Ａ（第２管路）と、を介して薬液タンク２と接続されていて、図１０に示した流体源分類
における分類αに該当することも、上述した実施形態１とほぼ同様である。
【００８６】
　ただし、本実施形態における測定管路３３Ａは、途中で分岐することなく、濃度計３の
第１流体導入口３ｄに接続されている。さらに、本実施形態における測定戻り管路３４Ａ
は、濃度計３の第２流体導入口３ｅに接続されている。
【００８７】
　すなわち、本実施形態においては、センサ容器３ａに接続される流体管路の本数は２本
であり、測定管路３３Ａは測定戻り管路３４Ａから導入された流体を排出する管路を兼ね
、測定戻り管路３４Ａは測定管路３３Ａから導入された流体を排出する管路を兼ねている
。従って本実施形態は、センサ容器３ａには流体管路が２本接続されており、図９に示し
た入出流分類における接続Ａに該当する。
【００８８】
　さらに、測定管路３３Ａ上には正逆回転可能な測定用ポンプ１２Ａが配設されていて、
制御部４により制御される。なお、ここでは測定管路３３Ａ上に測定用ポンプ１２を配置
したが、これに代えて、測定戻り管路３４Ａ上に測定用ポンプ１２を配置しても構わない
。
【００８９】
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　そして、本実施形態における濃度計３内の流体の正逆の流れの制御は、制御部４が測定
用ポンプ１２Ａを正方向に回転させるか、逆方向に回転させるかを制御することにより行
われる。
【００９０】
　このような実施形態２によれば、上述した実施形態１とほぼ同様の効果を奏するととも
に、正逆回転可能な測定用ポンプ１２Ａを設けることにより、配管がより簡単になるとと
もに、三方弁も不要となる。
［実施形態３］
【００９１】
　図１３は本発明の実施形態３を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【００９２】
　この実施形態３において、上述の実施形態１，２と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【００９３】
　本実施形態における、薬液タンク２から洗浄槽１を介して再び薬液タンク２に戻る薬液
の循環経路は、上述した実施形態１，２と同様である。
【００９４】
　一方、本実施形態の濃度計３は、測定管路３３と、測定戻り管路３４Ａと、第２測定戻
り管路３４’と、の３本の流体管路を介して薬液タンク２と接続されている。従って本実
施形態は、図１０に示した流体源分類における分類αに該当する。
【００９５】
　ここに、測定管路３３は、濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続される第１管路である
。
【００９６】
　また、測定戻り管路３４Ａは、濃度計３の第２流体導入口３ｅに接続される管路と、測
定管路３３から導入された流体を排出する管路と、を兼ねた第２管路である。
【００９７】
　そして、第２測定戻り管路３４’は、流体導入管路として機能する測定戻り管路３４Ａ
から導入された流体を排出する第３管路である。
【００９８】
　従って本実施形態は、図９に示した入出流分類における接続Ｃ~に該当する。
【００９９】
　測定管路３３上には、薬液タンク２から濃度計３へ向けて薬液を供給し、非動作時には
流体の流通を阻止する第１の測定用ポンプ１２（第１のポンプ）が配設されている。
【０１００】
　また、第２測定戻り管路３４’上には、濃度計３から薬液タンク２へ向けて薬液を排出
することにより薬液タンク２から測定戻り管路３４Ａを介して濃度計３へ向けて薬液を供
給し、非動作時には流体の流通を阻止する第２の測定用ポンプ１３（第２のポンプ）が配
設されている。
【０１０１】
　そして、本実施形態における濃度計３内の流体の正逆の流れの制御は、制御部４が、第
２の測定用ポンプ１３を停止させた状態で第１の測定用ポンプ１２を駆動するか、第１の
測定用ポンプ１２を停止させた状態で第２の測定用ポンプ１３を駆動するか、により行わ
れる。
【０１０２】
　このような実施形態３によれば、濃度計３内に正方向Ａの流れを作るための第１の測定
用ポンプ１２と、濃度計３内に逆方向Ｂの流れを作るための第２の測定用ポンプ１３と、
を独立して設けることによっても、上述した実施形態１，２とほぼ同様の効果を奏するこ
とができる。
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［実施形態４］
【０１０３】
　図１４は本発明の実施形態４を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１０４】
　この実施形態４において、上述の実施形態１～３と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１０５】
　本実施形態における、薬液タンク２から洗浄槽１を介して再び薬液タンク２に戻る薬液
の循環経路、および薬液タンク２から濃度計３を介して再び薬液タンク２に戻る薬液の循
環経路は、上述した実施形態２と同様である。
【０１０６】
　従って、本実施形態のセンサ容器３ａに接続される流体管路の本数は２本であり、上述
した実施形態２と同様であるために、図１０に示した流体源分類における分類αに該当し
、図９に示した入出流分類における接続Ａに該当する。
【０１０７】
　そして、測定管路３３Ａ（第１管路）上には逆止効果のない第１の測定用ポンプ１２Ａ
が、測定戻り管路３４Ａ（第２管路）上には逆止効果のない第２の測定用ポンプ１２Ａ’
が配設されていて、制御部４によりそれぞれ制御される。こうして本実施形態における濃
度計３内の流体の正逆の流れの制御は、制御部４が第１の測定用ポンプ１２Ａを駆動する
か、第２の測定用ポンプ１２Ａ’を駆動するかを制御することにより行われる。
【０１０８】
　このような実施形態４によれば、正逆回転可能な測定用ポンプに代えて、逆止効果のな
い２つの測定用ポンプを流体供給方向を反対にして配置しても、上述した実施形態２とほ
ぼ同様の効果を奏することができる。
［実施形態５］
【０１０９】
　図１５は本発明の実施形態５を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１１０】
　この実施形態５において、上述の実施形態１～４と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１１１】
　本実施形態は、濃度計３へ流体を導入する管路を、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を
供給する注入管路３１と兼ねるとともに、測定用ポンプを薬液注入ポンプ１１と兼ねたも
のとなっている。なお、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する経路は、上述した実
施形態１と同様である。
【０１１２】
　まず、薬液タンク２から洗浄槽１へ向けて薬液を供給する注入管路３１上には、上述し
た各実施形態と同様に、薬液注入ポンプ１１が配設されている。
【０１１３】
　この薬液注入ポンプ１１と洗浄槽１との間の注入管路３１上には、第１の三方弁２１が
配設されている。従って、この第１の三方弁２１の、薬液注入ポンプ１１から供給された
薬液を排出する２つの排出管路の内の一方は、引き続き注入管路３１となっていて洗浄槽
１へ接続されている。
【０１１４】
　第１の三方弁２１の２つの排出管路の内の他方は、測定管路３５ｃとなっている。この
測定管路３５ｃは、濃度計３へ至る経路の途中で、第１測定管路３５ａ（第１管路）と第
２測定管路３５ｂ（第２管路）とに分岐されており、分岐部分には第２の三方弁２１’が
配設されている。
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【０１１５】
　この第２の三方弁２１’は、第１の三方弁２１を経由して薬液タンク２から導入された
薬液を、第１測定管路３５ａと第２測定管路３５ｂとの何れかへ択一的に排出するもので
ある。そして上述した実施形態１と同様に、第１測定管路３５ａは濃度計３の第１流体導
入口３ｄに接続される第１管路、第２測定管路３５ｂは濃度計３の第２流体導入口３ｅに
接続される第２管路である。
【０１１６】
　また、濃度計３は、測定戻り管路３４を介して薬液タンク２へ接続されている。この測
定戻り管路３４は、第１測定管路３５ａ（第１管路）から導入された流体を排出する管路
と第２測定管路３５ｂ（第２管路）から導入された流体を排出する管路とを兼ねた第３管
路である。
【０１１７】
　従って本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類αに該当し、図９に示し
た入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０１１８】
　このような構成において、制御部４は、第１の三方弁２１の排出管路を注入管路３１に
制御して薬液注入ポンプ１１を駆動することにより、洗浄槽１への薬液の供給を行う。
【０１１９】
　また、制御部４は、第１の三方弁２１の排出管路を測定管路３５ｃに制御して薬液注入
ポンプ１１を駆動することにより、濃度測定を行う。このときに、制御部４は第２の三方
弁２１’の排出管路を第１測定管路３５ａに制御することにより正方向Ａの流れを作る。
また、制御部４は第２の三方弁２１’の排出管路を第２測定管路３５ｂに制御することに
より逆方向Ｂの流れを作る。
【０１２０】
　従って、本実施形態の構成では、洗浄槽１への薬液の供給時には濃度測定を行うことが
できず、濃度計３による濃度測定時には洗浄槽１への薬液の供給を行うことができないこ
とになる。
【０１２１】
　このような実施形態５によれば、上述した実施形態１～４とほぼ同様の効果を奏すると
ともに、測定用ポンプ１２を別途設ける必要がなく、薬液注入ポンプ１１を兼用して薬的
の濃度測定を行うことができる利点がある。
［実施形態６］
【０１２２】
　図１６は本発明の実施形態６を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１２３】
　この実施形態６において、上述の実施形態１～５と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１２４】
　本実施形態は、上述した実施形態５と同様に、濃度計３へ流体を導入する管路を、薬液
タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給する注入管路３１と兼ねるとともに、測定用ポンプを
薬液注入ポンプ１１と兼ねたものとなっている。なお、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液
を回収する経路は、上述した実施形態１と同様である。
【０１２５】
　本実施形態は、上述した実施形態５における第１の三方弁２１および第２の三方弁２１
’を、１つの四方弁２２に置き換えたものとなっている。従って、本実施形態では測定管
路３５ｃは設けられていない。
【０１２６】
　四方弁２２は、薬液注入ポンプ１１を介して薬液タンク２から導入される薬液を、注入
管路３１と、第１測定管路３５ａと、第２測定管路３５ｂと、の何れかへ択一的に排出す
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るものである。
【０１２７】
　このような実施形態６によれば、２つの三方弁に代えて１つの四方弁２２を用いること
によっても、上述した実施形態５とほぼ同様の効果を奏することができる。
［実施形態７］
【０１２８】
　図１７は本発明の実施形態７を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１２９】
　この実施形態７において、上述の実施形態１～６と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１３０】
　本実施形態も、上述した実施形態５，６と同様に、濃度計３へ流体を導入する管路を、
薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給する注入管路３１と兼ねるとともに、測定用ポン
プを薬液注入ポンプ１１と兼ねたものとなっている。なお、洗浄槽１から薬液タンク２へ
薬液を回収する経路は、上述した実施形態１と同様である。
【０１３１】
　まず、薬液タンク２から洗浄槽１へ向けて薬液を供給する注入管路３１上には、上述し
た各実施形態と同様に、薬液注入ポンプ１１が配設されている。
【０１３２】
　注入管路３１は、この薬液注入ポンプ１１の経路上後方（洗浄槽１側）において、第２
の注入管路３１’を分岐している。そしてこの分岐部分に三方弁２１が配設されている。
従って、この三方弁２１の２つの排出管路は、一方が引き続き注入管路３１であり、他方
が第２の注入管路３１’である。
【０１３３】
　三方弁２１から濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続される注入管路３１は第１管路で
あり、三方弁２１において分岐された第２の注入管路３１’は濃度計３の第２流体導入口
３ｅに接続される第２管路である。
【０１３４】
　第２の注入管路３１’は、濃度計３において再び注入管路３１と合流する。従って、濃
度計３内の薬液は、１つの注入管路３１を介して洗浄槽１へ供給されることになる。ここ
に、濃度計３から洗浄槽１へ接続される注入管路３１は、第１管路である注入管路３１か
ら導入された流体を排出する管路と、第２管路である第２の注入管路３１’から導入され
た流体を排出する管路と、を兼ねた第３管路である。
【０１３５】
　従って本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類αに該当し、図９に示し
た入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０１３６】
　このような構成において、制御部４は、薬液注入ポンプ１１を駆動することにより、洗
浄槽１への薬液の供給を行う。
【０１３７】
　このときに、制御部４は三方弁２１の排出管路を、注入管路３１に制御することにより
正方向Ａの流れを作り、第２の注入管路３１’に制御することにより逆方向Ｂの流れを作
る。
【０１３８】
　従って、本実施形態の構成では、濃度計３による濃度測定を、薬液タンク２から薬液を
洗浄槽１へ供給するときのみに行うことができることになる。
【０１３９】
　このような実施形態７によれば、上述した実施形態１～６とほぼ同様の効果を奏すると
ともに、濃度測定を行い得るタイミングが限定されるものの、濃度計以外に三方弁を１つ
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設ければ濃度測定が可能となるために、構成が簡単で低コスト化を図ることができる利点
がある。
［実施形態８］
【０１４０】
　図１８は本発明の実施形態８を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１４１】
　この実施形態８において、上述の実施形態１～７と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１４２】
　本実施形態は、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給する注入管路３１Ａを、洗浄槽
１から薬液タンク２へ薬液を回収する流体管路と兼ねたものとなっている。従って、本実
施形態には回収管路３２は設けられていない。さらに本実施形態は、注入管路３１Ａ上に
濃度計３を配置して、注入管路３１Ａが測定管路および測定戻り管路を兼ねるようにした
ものとなっている。
【０１４３】
　まず、薬液タンク２から洗浄槽１へ向けて薬液を供給する注入管路３１Ａ上には、薬液
注入ポンプ１１Ａが配設されている。この薬液注入ポンプ１１Ａは、逆止効果のないポン
プ、または正逆回転可能なポンプである。
【０１４４】
　注入管路３１Ａは、この薬液注入ポンプ１１Ａの洗浄槽１側の経路上において、第２の
注入管路３１Ａ’を分岐しており、この分岐部分に三方弁２１が配設されている。
【０１４５】
　三方弁２１で分岐した２つの管路である注入管路３１Ａと第２の注入管路３１Ａ’は、
何れも濃度計３に接続されている。そして、第２の注入管路３１Ａ’は、濃度計３におい
て再び注入管路３１Ａと合流する。
【０１４６】
　その後、濃度計３と洗浄槽１とは、１つの注入管路３１Ａを介して接続されている。
【０１４７】
　このような構成の場合には、薬液は、薬液タンク２から洗浄槽１へ供給されるときに濃
度計３を通過するだけでなく、洗浄槽１から薬液タンク２へ回収されるときにも濃度計３
を通過することになる。
【０１４８】
　そして本実施形態においては、濃度計３内の流体の正逆の流れの制御は、次のような３
つのケースが可能である。
【０１４９】
　まず、第１のケースは、薬液タンク２から洗浄槽１へ供給されるときの薬液の流れを制
御することにより濃度計３内の正逆の流れを作り出す方法である。制御部４は、薬液注入
ポンプ１１Ａを駆動して薬液を薬液タンク２から洗浄槽１へ汲み上げる際に、三方弁２１
の排出管路を、適宜のタイミングで均等な時間割りとなるように、注入管路３１Ａと第２
の注入管路３１Ａ’とに切り替える。
【０１５０】
　このときには、三方弁２１から濃度計３への注入管路３１Ａは、第１管路として機能し
て、濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続される。また、三方弁２１において分岐された
第２の注入管路３１Ａ’は、第２管路として機能して、濃度計３の第２流体導入口３ｅに
接続される。また、濃度計３から洗浄槽１へ接続される注入管路３１Ａは、第１管路であ
る注入管路３１Ａから導入された流体を排出する管路と、第２管路である第２の注入管路
３１Ａ’から導入された流体を排出する管路と、を兼ねた第３管路として機能する。
【０１５１】
　従って、第１のケースでは、図１０に示した流体源分類における分類αに該当し、図９
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に示した入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０１５２】
　次に、第２のケースは、洗浄槽１から薬液タンク２へ回収されるときの薬液の流れを制
御することにより濃度計３内の正逆の流れを作り出す方法である。ここに、薬液注入ポン
プ１１Ａが逆止効果のないポンプである場合には、薬液は重力の作用により洗浄槽１から
薬液タンク２へ回収されることになり、また、薬液注入ポンプ１１Ａが正逆回転可能なポ
ンプである場合には、薬液注入ポンプ１１Ａを逆回転させることにより薬液が洗浄槽１か
ら薬液タンク２へ回収されることになる。
【０１５３】
　そして、制御部４は、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する際に、濃度計３から
三方弁２１への流入管路を、注入管路３１Ａと第２の注入管路３１Ａ’とに、適宜のタイ
ミングで均等な時間割りとなるように切り替えることで、濃度計３内の正逆の流れを作り
出す。
【０１５４】
　すなわち、この第２のケースは、第１のケースの流体の流れを反転させたものである。
この場合には、第１の流入（入１）を行う流体源と第２の流入（入２）を行う流体源とは
何れも洗浄槽１となるために、図１０に示した流体源分類における分類γに該当すること
になる。さらに、第１のケースの接続Ｂを反転させたものであるために、図９に示した入
出流分類における接続Ｂ~に該当することになる。そして、この第２のケースにおいては
、濃度計３の第１流体導入口３ｄと第２流体導入口３ｅは、同一の開口（洗浄槽１からの
注入管路３１Ａが濃度計３に接続される部分の開口）を兼用することになる。
【０１５５】
　続いて、第３のケースは、薬液タンク２から洗浄槽１へ供給されるときの薬液の流れを
制御することにより濃度計３内の正方向Ａの流れを作り出し、洗浄槽１から薬液タンク２
へ回収されるときの薬液の流れを制御することにより濃度計３内の逆方向Ｂの流れを作り
出す方法である。
【０１５６】
　この場合に制御部４は、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給するときと、洗浄槽１
から薬液タンク２へ薬液を回収するときと、の両方において、三方弁２１を注入管路３１
Ａ側（ただし、これに代えて第２の注入管路３１Ａ’側であっても構わない）にのみ制御
することになる（従って、この第３のケースの制御を行う場合には、第２の注入管路３１
Ａ’および三方弁２１は不要である）。
【０１５７】
　この第３のケースは、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に示し
た入出流分類における接続Ａに該当することになる。
【０１５８】
　ただし、濃度計３内における流れの正逆回転は絶対的なものではなく、一方を正回転と
考えれば、他方が逆回転となるだけである。従って、第３のケースは、洗浄槽１への薬液
供給時に逆方向Ｂの流れを作り出し、洗浄槽１からの薬液回収時に正方向Ａの流れを作り
出すと考えることも可能である。この場合には第３のケースは、第１の流入（入１）を行
う流体源と第２の流入（入２）を行う流体源とが逆になって、図１０に示した流体源分類
における分類β~に該当することになる（なお、図９に示した入出流分類における接続Ａ
に該当するのは同様である）。
【０１５９】
　また、薬液を洗浄槽１へ汲み上げるときに注入管路３１Ａを通り、洗浄槽１から回収す
るときに第２の注入管路３１Ａ’を通るケース（あるいはこの逆に、薬液を洗浄槽１へ汲
み上げるときに第２の注入管路３１Ａ’を通り、洗浄槽１から回収するときに注入管路３
１Ａを通るケース）は、汲み上げ時と回収時とで流れの方向が同じとなるために、上述し
た３つのケースには入っていない。
【０１６０】
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　そして、本実施形態の構成では、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を汲み上げるとき、
および洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収するときのみに、濃度計３による薬液の濃
度測定を行うことが可能となっている。
【０１６１】
　なお、上述では薬液注入ポンプ１１Ａを、薬液タンク２と三方弁２１との間の注入管路
３１Ａ上に配設したが、これに代えて、濃度計３と洗浄槽１との間の注入管路３１Ａ上に
配設しても構わない。
【０１６２】
　このような実施形態８によれば、上述した実施形態１～７とほぼ同様の効果を奏すると
ともに、管路構成が極めて簡単になる利点がある。特に、第３のケースにおいて、第２の
注入管路３１Ａ’および三方弁２１を省略する場合には、管路構成を最大限まで簡略化す
ることが可能となる。
［実施形態９］
【０１６３】
　図１９は本発明の実施形態９を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒装
置の構成を示すブロック図である。
【０１６４】
　この実施形態９において、上述の実施形態１～８と同様である部分については同一の符
号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１６５】
　本実施形態は、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する回収管路３２を、濃度計３
に接続される測定管路および測定戻り管路と兼ねるようにしたものとなっている。
【０１６６】
　洗浄槽１の弁１ｂから薬液タンク２へ向かう回収管路３２は、途中で第２の回収管路３
２’を分岐しており、この分岐部分に三方弁２１が配設されている。
【０１６７】
　三方弁２１で分岐した２つの管路である回収管路３２と第２の回収管路３２’は、何れ
も濃度計３に接続されている。そして、第２の回収管路３２’は、濃度計３において再び
回収管路３２と合流する。
【０１６８】
　その後、濃度計３と薬液タンク２とは、１つの回収管路３２を介して接続されている。
【０１６９】
　従って、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類γに該当し、図９に示
した入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０１７０】
　このような構成において、制御部４は、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する際
に、濃度計３へ向かう三方弁２１の排出管路を、回収管路３２と第２の回収管路３２’と
に、適宜のタイミングで均等な時間割りとなるように切り替えることで、濃度計３内の正
逆の流れを作り出す。
【０１７１】
　また、本実施形態の構成では、濃度計３による濃度測定を、洗浄槽１から薬液タンク２
へ薬液を回収するときのみに行うことができることになる。
【０１７２】
　なお、上述では回収管路３２上にポンプは設けておらず重力の作用により薬液を回収し
ていたが、弁１ｂと三方弁２１との間、または濃度計３と薬液タンク２との間に測定用ポ
ンプ１２を追加しても良い。この場合には、薬液の回収時間が短縮されるだけでなく、薬
液の流速を高めることができるために、洗浄粒３ｂによる電極センサ３ｐ，３ｍの研磨を
より短時間で行うことが可能になる。
【０１７３】
　このような実施形態９によれば、回収管路３２上に濃度計３を設けることによっても、
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上述した実施形態１～８とほぼ同様の効果を奏することができる。
［実施形態１０］
【０１７４】
　図２０は本発明の実施形態１０を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０１７５】
　この実施形態１０において、上述の実施形態１～９と同様である部分については同一の
符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１７６】
　本実施形態は、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給する注入管路３１と、洗浄槽１
から薬液タンク２へ薬液を回収する回収管路３２と、の両方を濃度計３に接続して、注入
管路３１が測定管路を、回収管路３２が測定戻り管路を、それぞれ兼ねるようにしたもの
となっている。
【０１７７】
　すなわち、薬液タンク２から延出される注入管路３１は、弁２３を介して濃度計３の第
１流体導入口３ｄに接続されている。
【０１７８】
　濃度計３からさらに延出され、洗浄槽１に接続される注入管路３１の管路上には、薬液
注入ポンプ１１が設けられている。
【０１７９】
　また、洗浄槽１の弁１ｂから延出される回収管路３２は、濃度計３の第２流体導入口３
ｅに接続されている。
【０１８０】
　濃度計３からさらに延出され、薬液タンク２に接続される回収管路３２の管路上には、
弁２３’が設けられている。
【０１８１】
　このような構成において、薬液注入ポンプ１１を駆動すると、薬液タンク２からの薬液
が、弁２３を介して濃度計３に流れ込んで正方向Ａの流れを作り出した後に、洗浄槽１へ
供給される。このとき、濃度計３に接続されている回収管路３２に関しては、洗浄槽１側
へは弁１ｂを介して薬液の流れが規制され、薬液タンク２側へは弁２３’を介して薬液の
流れが規制される。
【０１８２】
　一方、薬液を回収する場合には、重力の作用により、洗浄槽１から弁１ｂを介して薬液
が濃度計３に流れ込んで逆方向Ｂの流れを作り出した後に、弁２３’を介して薬液タンク
２内へ戻される。このとき、濃度計３に接続されている注入管路３１に関しては、洗浄槽
１側へは重力の作用により薬液の流れが規制され、薬液タンク２側へは弁２３を介して薬
液の流れが規制される。
【０１８３】
　なお、上述では回収管路３２上にポンプは設けておらず重力の作用により薬液を回収し
ていたが、回収管路３２上の何れかの箇所に測定用ポンプ１２（なお、このポンプは薬液
の回収にも用いられるために、薬液回収ポンプと呼んでも差し支えない）を追加しても良
い（図２０には、一例として、弁１ｂと濃度計３との間に測定用ポンプ１２を追加する場
合を示している）。ただし、この場合には、薬液回収時に濃度計３から洗浄槽１へ薬液が
流れ込むのを規制するために、薬液注入ポンプ１１は非動作時に流体の流通を阻止するポ
ンプである必要がある。そして、測定用ポンプ１２を追加すると、上述の実施形態と同様
に、薬液の回収時間が短縮されるだけでなく、薬液の流速を高めることができるために、
洗浄粒３ｂによる電極センサ３ｐ，３ｍの研磨をより短時間で行うことが可能になる利点
がある。
【０１８４】
　こうして、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に
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示した入出流分類における接続Ｄに該当する。
【０１８５】
　また、本実施形態の構成では、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を汲み上げるとき、お
よび洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収するときのみに、濃度計３による薬液の濃度
測定を行うことが可能となっている。
【０１８６】
　このような実施形態１０によれば、注入管路３１に測定管路を、回収管路３２に測定戻
り管路を、それぞれ兼用させることによっても、上述した実施形態１～９とほぼ同様の効
果を奏することができる。
［実施形態１１］
【０１８７】
　図２１は本発明の実施形態１１を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０１８８】
　この実施形態１１において、上述の実施形態１～１０と同様である部分については同一
の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１８９】
　本実施形態は、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を供給する注入管路３１，３１Ａと、
洗浄槽１から薬液タンク２側へ薬液を回収する回収管路３２と、の両方を濃度計３に接続
して、薬液タンク２と濃度計３とを接続する部分の注入管路３１Ａが、さらに回収管路、
測定管路、および測定戻り管路を兼ねるようにしたものとなっている。
【０１９０】
　すなわち、薬液タンク２から延出される注入管路３１Ａは、濃度計３の第１流体導入口
３ｄに接続されている。この注入管路３１Ａは、上述したように、回収管路を兼ねている
ために、濃度計３と洗浄槽１とを接続する注入管路３１とは符号を異ならせている。
【０１９１】
　濃度計３から延出され、洗浄槽１に接続される注入管路３１の管路上には、薬液注入ポ
ンプ１１が設けられている。
【０１９２】
　また、洗浄槽１の弁１ｂから延出される回収管路３２は、濃度計３の第２流体導入口３
ｅに接続されている。
【０１９３】
　このような構成において、薬液注入ポンプ１１を駆動すると、注入管路３１内の薬液が
、濃度計３に流れ込んで正方向Ａの流れを作り出した後に、洗浄槽１へ供給される。
【０１９４】
　一方、薬液を回収する場合には、重力の作用により、洗浄槽１から弁１ｂを介して薬液
が濃度計３に流れ込んで逆方向Ｂの流れを作り出した後に、注入管路３１Ａを介して薬液
タンク２内へ戻される。
【０１９５】
　なお、回収管路３２上に測定用ポンプ１２を追加しても良く、この場合に薬液注入ポン
プ１１が非動作時に流体の流通を阻止するポンプである必要があるのは上述した実施形態
１０と同様である。
【０１９６】
　また、測定用ポンプ１２を追加しない場合であれば、注入管路３１上に薬液注入ポンプ
１１を設けるのに代えて、注入管路３１Ａ上に逆止効果のない薬液注入ポンプ１１Ａを設
けても構わない。
【０１９７】
　こうして、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に
示した入出流分類における接続Ｃに該当する。
【０１９８】
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　また、本実施形態の構成では、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を汲み上げるとき、お
よび洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収するときのみに、濃度計３による薬液の濃度
測定を行うことが可能となっている。
【０１９９】
　このような実施形態１１によれば、薬液タンク２と濃度計３とを接続する注入管路３１
Ａに、回収管路、測定管路、および測定戻り管路を兼ねさせた場合でも、上述した実施形
態１～１０とほぼ同様の効果を奏することができる。
［実施形態１２］
【０２００】
　図２２は本発明の実施形態１２を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０２０１】
　この実施形態１２において、上述の実施形態１～１１と同様である部分については同一
の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０２０２】
　本実施形態は、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回収する回収管路３２を、濃度計３
に接続される測定戻り管路と兼ねるようにしたものとなっている。
【０２０３】
　洗浄槽１の弁１ｂから延出された回収管路３２は、濃度計３の第２流体導入口３ｅに接
続されている。濃度計３からはさらに回収管路３２が延出されて、薬液タンク２へ接続さ
れている。
【０２０４】
　また、薬液タンク２からは測定管路３３が延出されていて、逆止効果のある測定用ポン
プ１２を介して、濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続されている。
【０２０５】
　このような構成では、測定用ポンプ１２を駆動して濃度計３内に正方向Ａの流れを作り
出し、薬液回収時に濃度計３内に逆方向Ｂの流れを作り出すことになる。
【０２０６】
　従って、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に示
した入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０２０７】
　なお、測定用ポンプ１２を利用して作り出す正方向Ａの流れと、薬液回収時に重力の作
用により作り出す逆方向Ｂの流れとでは流速が異なるために、正逆の流れの流速に応じて
洗浄粒３ｂにより電極センサ３ｐ，３ｍを研磨する時間の割合を異ならせる必要がある。
そこで、洗浄槽１と濃度計３との間の回収管路３２上に第２の測定用ポンプ１２’（なお
、このポンプは薬液の回収にも用いられるために、薬液回収ポンプと呼んでも差し支えな
い）を追加して構わない。
【０２０８】
　そして、本実施形態の構成では、濃度計３による濃度測定を、測定用ポンプ１２を駆動
して任意のタイミングで行うことができるとともに、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を
回収するときにも行うことが可能となっている。
【０２０９】
　このような実施形態１２によれば、回収管路３２を測定戻り管路と兼ねることによって
も、上述した実施形態１～１１とほぼ同様の効果を奏することができる。
［実施形態１３］
【０２１０】
　図２３は本発明の実施形態１３を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０２１１】
　この実施形態１３において、上述の実施形態１～１２と同様である部分については同一
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の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０２１２】
　本実施形態も、上述した実施形態１２と同様に、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液を回
収する回収管路３２を、濃度計３に接続される測定戻り管路と兼ねるようにしたものとな
っている。
【０２１３】
　洗浄槽１の弁１ｂから延出された回収管路３２は、濃度計３の第２流体導入口３ｅに接
続されている。濃度計３からはさらに回収管路３２が延出されて、弁２３を介して薬液タ
ンク２へ接続されている。
【０２１４】
　また、薬液タンク２からは測定管路３３Ａが延出されていて、正逆回転可能な測定用ポ
ンプ１２Ｂを介して、濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続されている。
【０２１５】
　このような構成において、濃度計３内に正方向Ａの流れを作り出す場合には、測定用ポ
ンプ１２Ｂを正回転させて駆動し、回収管路３２から弁２３を介して薬液タンク２に戻す
制御を行う。
【０２１６】
　また、濃度計３内に逆方向Ｂの流れを作り出す場合には、測定用ポンプ１２Ｂを逆回転
させて駆動し、洗浄槽１から回収管路３２を介して薬液を濃度計３へ流入させ、さらに、
測定管路３３Ａを介して薬液タンク２に戻す制御を行う。
【０２１７】
　従って、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に示
した入出流分類における接続Ｃに該当する。
【０２１８】
　そして、本実施形態の構成では、濃度計３による濃度測定を、測定用ポンプ１２Ｂを駆
動して任意のタイミングで行うことができるとともに、洗浄槽１から薬液タンク２へ薬液
を回収するときにも行うことが可能となっている。
【０２１９】
　このような実施形態１３によれば、正逆回転可能な測定用ポンプ１２Ｂを１つ用いるこ
とにより、上述した実施形態１２において測定用ポンプ１２および第２の測定用ポンプ１
２’を用いた場合とほぼ同様の効果を奏することができ、ポンプ数を減らすことが可能と
なる。
［実施形態１４］
【０２２０】
　図２４は本発明の実施形態１４を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０２２１】
　この実施形態１４において、上述の実施形態１～１３と同様である部分については同一
の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０２２２】
　洗浄槽１には、内部の薬液を循環させるための構成が設けられることがある。そこで本
実施形態は、洗浄槽１に係る薬液の循環管路上に濃度計３を配設したものとなっている。
従って、濃度計３は洗浄槽１のみに接続され、薬液タンク２には接続されていない。そし
て本実施形態は、実施形態１における濃度計３の管路接続先の薬液タンク２を、洗浄槽１
に代えた構成であると見ることもできる。
【０２２３】
　すなわち、洗浄槽１から延出された循環管路３６は、途中で第２の循環管路３６’を分
岐しており、この分岐部分に三方弁２１が配設されている。
【０２２４】
　三方弁２１で分岐した２つの管路である循環管路３６と第２の循環管路３６’は、何れ
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も濃度計３に接続されている。そして、第２の循環管路３６’は、濃度計３において再び
循環管路３６と合流する。
【０２２５】
　その後に濃度計３から延出される合流された循環管路３６は、循環ポンプ１４を介して
、洗浄槽１に接続されている。なお、図２４には循環ポンプ１４を、循環管路３６におけ
る濃度計３から洗浄槽１への戻り管路部分に配置した例を示しているが、洗浄槽１から三
方弁２１への循環管路３６上に配置しても構わない。
【０２２６】
　このような構成において、濃度計３内の流体の正逆の流れの制御は、制御部４が三方弁
２１の排出管路を切り替えることにより行われる。
【０２２７】
　従って、本実施形態は図１０に示した流体源分類における分類γに該当し、図９に示し
た入出流分類における接続Ｂに該当する。
【０２２８】
　そして、本実施形態においては、薬液の濃度測定を、洗浄槽１に係る薬液を循環させる
ときの任意のタイミングで行うことが可能となっている。
【０２２９】
　このような実施形態１４によれば、洗浄槽１に係る薬液の循環管路上に濃度計３を配設
することによっても、上述した実施形態１～１３とほぼ同様の効果を奏することができる
。
［実施形態１５］
【０２３０】
　図２５は本発明の実施形態１５を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０２３１】
　この実施形態１５において、上述の実施形態１～１４と同様である部分については同一
の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０２３２】
　本実施形態は、上述した実施形態１１の図２１に示した構成に対して、洗浄槽１から濃
度計３へ供給された薬液を、薬液タンク２へ回収することなく排液するように構成したも
のとなっている。
【０２３３】
　すなわち、薬液タンク２から延出される注入管路３１は、三方弁２１に接続されている
。三方弁２１の２つの排出管路の内の一方は、排液管路３７を介して例えば排水管路１ｄ
に接続されている。また、三方弁２１の２つの排出管路の内の他方は、注入管路３１Ｂを
介して濃度計３の第１流体導入口３ｄに接続されている。ここに注入管路３１Ｂは、相互
方向に流体が流れるものであって排液管路も兼ねているために、他の部分の注入管路３１
とは符号を異ならせている。
【０２３４】
　濃度計３から延出され、洗浄槽１に接続される注入管路３１の管路上には、薬液注入ポ
ンプ１１が設けられている。
【０２３５】
　また、洗浄槽１の弁１ｂから延出される循環管路３６は、濃度計３の第２流体導入口３
ｅに接続されている。
【０２３６】
　このような構成において、注入管路３１が注入管路３１Ｂに接続されるように三方弁２
１を制御した状態で薬液注入ポンプ１１を駆動すると、薬液タンク２からの薬液が濃度計
３に流れ込んで正方向Ａの流れを作り出した後に、洗浄槽１へ供給される。
【０２３７】
　一方、濃度計３を介して薬液を排液する場合には、重力の作用により、薬液が洗浄槽１
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から濃度計３に流れ込んで逆方向Ｂの流れを作り出した後に、注入管路３１Ｂ、三方弁２
１、および排液管路３７を介して排液される。
【０２３８】
　こうして、本実施形態は、図１０に示した流体源分類における分類βに該当し、図９に
示した入出流分類における接続Ｃに該当する。
【０２３９】
　また、本実施形態の構成では、基本的に、薬液タンク２から洗浄槽１へ薬液を汲み上げ
るとき、および洗浄槽１から薬液を排液するときのみに、濃度計３による薬液の濃度測定
を行うことが可能となっている。
【０２４０】
　ただし、本実施形態の構成において、注入管路３１が排液管路３７に接続されるように
（つまり、注入管路３１と注入管路３１Ｂとの接続が遮断されるように）三方弁２１を制
御した状態で、弁１ｂが循環管路３６に接続されるように制御して薬液注入ポンプ１１を
駆動すると、洗浄槽１の薬液が、弁１ｂ、循環管路３６、濃度計３、および薬液注入ポン
プ１１が配設された注入管路３１の管路部分を介して洗浄槽１へ流れ、つまり洗浄槽１の
循環管路として利用することも可能となる。もしこのような運用を行う場合には、薬液の
濃度測定を、洗浄槽１に係る薬液を循環させるときの任意のタイミングで行うことが可能
となる。そしてこの場合には、図１０に示した流体源分類における分類β、および図９に
示した入出流分類における接続Ｂに該当することになる。
【０２４１】
　このような実施形態１５によれば、上述した実施形態１～１４とほぼ同様の効果を奏す
るとともに、洗浄槽１から薬液を排液するときにも、薬液の濃度測定を行うことが可能と
なる。また、薬液循環時に濃度測定を行うことも可能となる。
［実施形態１６］
【０２４２】
　図２６は本発明の実施形態１６を示したものであり、濃度計３を備える内視鏡洗浄消毒
装置の構成を示すブロック図である。
【０２４３】
　この実施形態１６において、上述の実施形態１～１５と同様である部分については同一
の符号を付すなどして説明を適宜省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０２４４】
　本実施形態は、上述した実施形態１５の構成に対して、さらに、制御部４の制御により
空気を送風するためのコンプレッサ３９を追加したものとなっている。
【０２４５】
　濃度計３のセンサ容器３ａに薬液が残留した状態で、次回の測定までにある程度の時間
間隔があると、残留薬液の水分やその他の揮発成分が蒸発して、薬液が濃縮されることが
あると考えられる。
【０２４６】
　この場合には、次回の濃度測定の際にセンサ容器３ａに導入された薬液が、センサ容器
３ａ内の濃縮された残留薬液と混合され、本来であれば規定濃度に達していない薬液に対
して、規定濃度に達したという測定結果が検出されてしまう可能性、すなわち測定誤差が
生じる可能性がある。
【０２４７】
　そこで、給水口１ａからすすぎ用の水を注入して洗浄槽１内を洗い流す際に、上述した
実施形態１５において説明した循環管路を利用して、濃度計３内も洗い流すと良い。
【０２４８】
　さらにその後に、本実施形態において追加したコンプレッサ３９を用いて、水等で洗い
流した後の濃度計３内を乾燥させ、洗い流した水が残らないようにすると良い（水が残っ
ている状態で次回の薬液の濃度測定が行われると、今度は規定濃度に達している薬液に対
して、規定濃度に達していないという測定誤差が生じる可能性があるためである）。ここ
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にコンプレッサ３９は、洗浄槽１を洗い流した後に、洗浄槽１を乾燥させるために設けら
れたものであるが、これを濃度計３の乾燥にも兼用している。
【０２４９】
　このコンプレッサ３９は、送風管路３８が上述した注入管路３１Ｂに例えば接続されて
いて、注入管路３１Ｂを介して乾燥用の空気を濃度計３内に送り込むようになっている。
三方弁２１を、注入管路３１が排液管路３７に接続されるように（つまり、注入管路３１
と注入管路３１Ｂとの接続が遮断されるように）制御し、かつ弁１ｂを循環管路３６への
接続を遮断するように制御した状態で制御部４がコンプレッサ３９を駆動すれば、空気が
濃度計３内において正方向Ａの流れを作り出した後に洗浄槽１へ送風され、洗浄槽１の乾
燥も行われる。
【０２５０】
　また、コンプレッサ３９からの送風管路を循環管路３６へも接続して、注入管路３１Ｂ
への送風と循環管路３６への送風とを択一的に行うことができるように構成しても良い。
この場合には、循環管路３６を介して送り込まれた乾燥用の空気が、濃度計３内において
逆方向Ｂの流れを作り出すことになる。
【０２５１】
　従って、洗浄粒３ｂを流れに乗せる流体は薬液に限定されるものではなく、例えば乾燥
用の空気であっても構わない。洗浄粒３ｂを流れに乗せる流体のさらに他の例は、上述し
たような、薬液を洗い流すための水等である。そしてこのときにも、水によって濃度計３
内の正逆方向の流れを作り出すことが可能である。加えて、正方向Ａの流れを作り出す流
体と、逆方向Ｂの流れを作り出す流体とが、異なる流体であっても構わない。こうして、
洗浄粒３ｂを流れに乗せる流体は、洗浄粒３ｂを搬送可能であれば、特定の流体に限定さ
れるものではない。
【０２５２】
　このような実施形態１６によれば、上述した実施形態１５とほぼ同様の効果を奏すると
ともに、さらに、濃度計３内の薬液の乾燥等による誤検出を防止することができ、また、
薬液以外の流体により濃度計３内の正逆方向の流れを作り出すことも可能となる。
【０２５３】
　なお、本発明は上述した実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化することができる。また、前記実施
形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明の態様を形
成することができる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削
除しても良い。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせても良い。こ
のように、発明の主旨を逸脱しない範囲内において種々の変形や応用が可能であることは
勿論である。
【０２５４】
　　［付記］
【０２５５】
　上述したように、図９に示した構成と、図１０に示した構成とは、どのように組み合わ
せても構わない。すなわち、図９に示したＡ，Ｂ，Ｂ~，Ｃ，Ｃ~，Ｄの何れにおける第１
の流入（入１）および第２の流入（入２）も、図１０に示したα，β，β~，γの流体源
を採用することが可能である。
【０２５６】
　従って、本発明は、以下の態様をとることができる。
（付記項１）
【０２５７】
　開口である第１流体導入口および第２流体導入口を有し、前記第１流体導入口から導入
された流体が内部で正方向に周回し、前記第２流体導入口から導入された流体が内部で前
記正方向とは反対の逆方向に周回するセンサ容器と、
【０２５８】
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　前記センサ容器内において前記正方向および前記逆方向に対して軸方向が垂直となるよ
う配置され、前記流体として前記センサ容器内に導入された薬液の濃度を測定する電極セ
ンサと、
【０２５９】
　前記センサ容器内に封止され、前記流体の流れに乗って前記正方向および前記逆方向か
ら前記電極センサを研磨する粒状の洗浄粒と、
【０２６０】
　を含むことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項２）
【０２６１】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が２本接続されていて、一方の管路が前記第１流
体導入口に接続される第１管路、他方の管路が前記第２流体導入口に接続される第２管路
であり、前記第１管路は前記第２管路から導入された流体を排出する管路を兼ね、前記第
２管路は前記第１管路から導入された流体を排出する管路を兼ねていることを特徴とする
付記項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項３）
【０２６２】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、お
よび前記第１管路から導入された流体を排出する管路と前記第２管路から導入された流体
を排出する管路とを兼ねた第３管路であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
（付記項４）
【０２６３】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は同一の開口として構成されており、
【０２６４】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口および前記第２流体導入口を兼ねる開口に接続される第１管路、前記開
口が前記第１流体導入口として機能しているときに導入された流体を排出する第２管路、
および前記開口が前記第２流体導入口として機能しているときに導入された流体を排出す
る第３管路であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項５）
【０２６５】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される管路と前記第２管路から導入された流体を排出する管路と
を兼ねた第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、および前記第１管路から
導入された流体を排出する第３管路であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
（付記項６）
【０２６６】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が３本接続されていて、これら３本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される管路と前記第
１管路から導入された流体を排出する管路とを兼ねた第２管路、および前記第２管路から
導入された流体を排出する第３管路であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡洗浄
消毒装置。
（付記項７）
【０２６７】
　前記センサ容器には流体が流れる管路が４本接続されていて、これら４本の管路は、前
記第１流体導入口に接続される第１管路、前記第２流体導入口に接続される第２管路、前
記第１管路から導入された流体を排出する第３管路、および前記第２管路から導入された
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流体を排出する第４管路であることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項８）
【０２６８】
　前記薬液を貯留する薬液タンクと、
【０２６９】
　前記薬液タンクから導入された前記薬液により内視鏡を洗浄消毒する洗浄槽と、
【０２７０】
　をさらに含み、
【０２７１】
　前記洗浄粒を流れに乗せる流体は、前記薬液であることを特徴とする付記項２～７の何
れか一項に内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項９）
【０２７２】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は、前記薬液タンク内の流体を導入する
ように構成されていることを特徴とする付記項８に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項１０）
【０２７３】
　前記第１流体導入口と前記第２流体導入口との内の、一方は前記薬液タンク内の流体を
導入し、他方は前記洗浄槽内の流体を導入するように構成されていることを特徴とする付
記項８に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
（付記項１１）
【０２７４】
　前記第１流体導入口および前記第２流体導入口は、前記洗浄槽内の流体を導入するよう
に構成されていることを特徴とする付記項８に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【符号の説明】
【０２７５】
　　１…洗浄槽
　　１ａ…給水口
　　１ｂ…弁
　　１ｃ…通気口
　　１ｄ…排水管路
　　２…薬液タンク
　　２ａ…薬液投入口
　　２ｂ…排液弁
　　２ｃ…通気口
　　３…濃度計
　　３ａ…センサ容器
　　３ｂ…洗浄粒
　　３ｃ…網
　　３ｄ…第１流体導入口
　　３ｅ…第２流体導入口
　　３ｉ…信号線
　　３ｐ，３ｍ…電極センサ
　　４…制御部
　１１，１１Ａ…薬液注入ポンプ
　１２，１２’，１２Ａ，１２Ａ’，１２Ｂ，１３…測定用ポンプ
　１４…循環ポンプ
　２１，２１’…三方弁
　２２…四方弁
　２３，２３’…弁
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　３１，３１’，３１Ａ，３１Ａ’，３１Ｂ…注入管路
　３２，３２’…回収管路
　３３，３３Ａ…測定管路
　３４，３４’，３４Ａ…測定戻り管路
　３５ａ…第１測定管路
　３５ｂ…第２測定管路
　３５ｃ…測定管路
　３６，３６’…循環管路
　３７…排液管路
　３８…送風管路
　３９…コンプレッサ
１０１…洗浄槽１０１
１０１ａ…給水口
１０１ｂ…弁
１０１ｄ…排水管路
１０２…薬液タンク
１０３…濃度計
１０３ｅ…電極センサ
１０４…制御部
１１１…薬液注入ポンプ
１１２…測定用ポンプ
１３２…回収管路
１３３…測定管路
１３４…測定戻り管路
　Ｉ１，Ｉ２…流入管路
　Ｊ…電極センサ３ｐ，３ｍの軸方向
　Ｏ１，Ｏ２，Ｏ１２…排出管路
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